
小樽商科大学 卒業論文 （昭和42年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和42 2610 貿易政策に関するセカンド・ベストの議論　-J.E.ミードの「貿易と厚生」-
昭和42 2611 インドの経済開発と工業化に対する一検討
昭和42 2612 A. O.ハーシュマン「進歩への旅」　コロンビアの土地利用と土地改革
昭和42 2613 国際通貨制度
昭和42 2614 低開発国理論の研究資料
昭和42 2615 資本自由化と日本の産業構造
昭和42 2616 国際通貨危機の解明
昭和42 2617 低開発国の経済発展
昭和42 2618 国際流動性問題
昭和42 2619 現代経済成長論
昭和42 2620 後進国の発展方策　-ハーシュマン理論にもとづいて-
昭和42 2621 アメリカの対外援助　-低開発国援助-
昭和42 2622 新古典派の経済成長理論　-経済成長の動学的安定性は可能か-
昭和42 2623 経済統合の理論
昭和42 2624 (抄訳) 国連と合衆国の対外経済政策
昭和42 2625 人間投資論研究資料　-J.Vaizey の教育の経済学について-
昭和42 2626 均整成長と不均整成長…一つの調和的見解；均整的思考と経済成長
昭和42 2627 翻訳「地域経済発展の推進に関する政府の方策」
昭和42 2628 A.ボンネの「経済発展論」
昭和42 2629 低開発国の戦略と政策
昭和42 2630 世界経済と資本の自由化
昭和42 2631 植木枝盛の思想とその生涯
昭和42 2632 戦後日本経済高度成長の要因とその分析
昭和42 2633 日本労働運動　-明治期-
昭和42 2634 弁証法の一般考察及びヘーゲル弁証法の考察とその批判
昭和42 2635 ディドロの哲学　-自然法学、人間論、認識論について-
昭和42 2636 イタリア文芸復興　-その経済的背景-
昭和42 2637 航海条例とアメリカ植民地
昭和42 2638 確立期の綿糸紡績業とその補強について
昭和42 2639 フォイエルバッハの「人間学」
昭和42 2640 福沢諭吉の経済思想
昭和42 2641 スパイス貿易の歴史
昭和42 2642 我国の下請制度の発生形態とその性格　-特に綿織物業について-
昭和42 2643 マックス＝ウェーバー研究
昭和42 2644 我国における普通銀行の集中と独占
昭和42 2645 タッカー研究
昭和42 2646 農地改革とその後
昭和42 2647 Friedrich List -農地制度論とその周辺-
昭和42 2648 日本の「武断政治」統治の解明
昭和42 2649 経済中心主義を乗り越えるにあたって　-人間には貧困と内紛が必要か-
昭和42 2650 現代における平和への問題　-特にバートランド・ラッセル-
昭和42 2651 絶対主義論
昭和42 2652 魯迅　-その人と革命思想の根底にある精神革命-
昭和42 2653 我国の石炭産業の変遷
昭和42 2654 社会主義社会の過渡的性格と中国における社会主義建設の諸問題
昭和42 2655 初期マルクスの疎外論研究　1843年の手稿「ヘーゲル国法論批判」
昭和42 2656 還流の中の幹流　-革命論における正系とは何か-
昭和42 2657 R.F,ハロッド経済動学の展開
昭和42 2658 日本の物価問題
昭和42 2659 ビルト・イン・スタビライザー　-W.ルイスの分析について-
昭和42 2660 地方財政の理論と現状
昭和42 2661 安定効果としての補整的財政措置
昭和42 2662 現代資本主義の恐慌と循環
昭和42 2663 市場均衡の安定性に関する一考察
昭和42 2664 経済の安定と財政政策　補整的財政政策　-比較静学を中心として-
昭和42 2665 ビルト・イン・スタビライザー　-マックスウェルの財政政策を中心として-
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昭和42 2666 現代の国債論

昭和42 2667
経済成長　発展の理論　A.スミス、D.リカード、K.マルクス、Ｊ.ジェムペー
ター、ネオ・ケインジャン・モデル

昭和42 2668 景気循環論に関する若干の観察
昭和42 2669 経営の人間問題と理念　-組織設計の前提として-
昭和42 2670 利益管理の新展開　-付加価値分析を中心として-
昭和42 2671 生産管理
昭和42 2672 わが国企業経営における人間関係と労使関係

昭和42 2673
要員管理における一考察　-K社における要員管理の事例的考察を中心と
して-

昭和42 2674 事業部制　-その本質と運営の問題点-
昭和42 2675 賃金管理と勤労意欲とに関する一考察
昭和42 2676 労働意欲と目標による管理
昭和42 2677 わが国企業の体質改善に関する一考察
昭和42 2678 適正経営規模と企業成長
昭和42 2679 行動科学と組織理論
昭和42 2680 日本の経営近代化と経営者教育
昭和42 2681 経営学と意志決定論　-コンピューターと意思決定-
昭和42 2682 目標による管理と予算制度
昭和42 2683 目標管理とその導入
昭和42 2684 利益管理と損益分岐点
昭和42 2685 配給の変化しつつある型
昭和42 2686 組織論の新展開と目標による管理体制
昭和42 2687 企業経営と生産性
昭和42 2688 商法における資産評価規定について
昭和42 2689 会計の近代化
昭和42 2690 資本剰余金の本質
昭和42 2691 改正商法における繰延資産の拡大について
昭和42 2692 収益認識基準について
昭和42 2693 会計概念の変化と統一的理解
昭和42 2694 資本剰余金の本質
昭和42 2695 実現概念と費用収益の認識
昭和42 2696 利益計画の樹立について　-企業における収益性の考察-
昭和42 2697 貨幣価値変動と資本維持
昭和42 2698 棚卸資産の評価
昭和42 2699 連結財務諸表の基礎的概念
昭和42 2700 税法における減価償却の歴史的展開とその問題点
昭和42 2701 繰延資産について
昭和42 2702 会計学的利益概念
昭和42 2703 保守主義会計
昭和42 2704 会計理論の変遷　-財産・損益そして資金へ-
昭和42 2705 資金運用表論
昭和42 2706 収益性より見た経営分析
昭和42 2707 減価償却論　-過去・現在の分析より未来への展望-
昭和42 2708 アメリカの会計原則の変遷　-その資産概念の分析を中心として-
昭和42 2709 減価償却会計
昭和42 2710 EDP会計に関する一考察　-情報理論を中心として-
昭和42 2711 原価主義の歴史的研究
昭和42 2712 会計組織
昭和42 2713 ユートピアを求めて　-現代国家論序説-
昭和42 2714 国家主権概念の変遷と現代国際社会
昭和42 2715 国際組織に関する法
昭和42 2716 日本資本主義の発展過程に於ける家族制度に関する考察
昭和42 2717 家及び家族制度　-その概念、機能と変遷-
昭和42 2718 日本農村社会における同族集団
昭和42 2719 近代日本の成立と民法典論争
昭和42 2720 ロシア革命　-その栄光と挫折そして現代史的意義-
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昭和42 2721 マーケッテイングの発生と将来への展開　-自由化対策を中心として-
昭和42 2722 広告目標に関する一考察
昭和42 2723 わが国の消費者金融
昭和42 2724 中小企業問題の一側面　-下請制と企業系列化
昭和42 2725 今日の製品開発計画について　-わが国の新製品開発をめぐる諸問題-
昭和42 2726 消費者行動に関する心理学的な若干の考察
昭和42 2727 中小企業の組織化に関する心理的な若干の考察
昭和42 2728 販売経路の系列化
昭和42 2729 生鮮食品流通の諸問題
昭和42 2730 百貨店経営　-今日直面している諸問題を通して今後の動向をみる-
昭和42 2731 広告の社会的責任
昭和42 2732 市場細分化についての一試論
昭和42 2733 広告における目標管理
昭和42 2734 再販売価格維持制度について
昭和42 2735 小売業のためのマーケッティング
昭和42 2736 現代寡占競争における品質とイメージ
昭和42 2737 清酒をモデルケースとした商品形成理論
昭和42 2738 商品の市場性
昭和42 2739 品質競争理論
昭和42 2740 人は何故働くのか？　-現代的状況における人間-
昭和42 2741 日常飲用物に関するイメージ調査

昭和42 2742
会社と労働組合に対する二重帰属(Dual allegiance)について　-その現象
の現実場面への活用を考える-

昭和42 2743 マスコミュニケーション時代における流行の心理学的分析
昭和42 2744 組織と個人
昭和42 2745 価値論
昭和42 2746 唯物史観の諸問題
昭和42 2747 日本経済「二重構造」の考察
昭和42 2748 社内預金研究
昭和42 2749 不換銀行券論　-その本質と運動量に関して-
昭和42 2750 階級意識、階級形成、党
昭和42 2751 管理通貨制度批判　〈序章〉
昭和42 2752 数理統計サブノート
昭和42 2753 点推定論序説　-An introduction to point estimation theory -
昭和42 2754 婦人労働の経済学的論考
昭和42 2755 日本経済の二重構造
昭和42 2756 労働と余暇
昭和42 2757 日本の労働市場について　-特に原蓄期の賃労働の形成-
昭和42 2758 D.リカードにおける価値分配論
昭和42 2759 戦後日本における農業構造の変化
昭和42 2760 計量経済学の理論
昭和42 2761 確立論
昭和42 2762 決定理論
昭和42 2763 実験計画模型における推定と仮説検定
昭和42 2764 消費函数論
昭和42 2765 コンピューターと経営
昭和42 2766 青果物価格系列のスペクトル分析

昭和42 2767
企業モデルとコンピューター・シミュレーション　-ボニニ・モデルとインダスト
リアル・ダイナミックスを中心にして-

昭和42 2768 電子計算機による乱数発生
昭和42 2769 同時代方程式モデルとそのALGOLプログラム　- OKITAC 5090-H -
昭和42 2770 The Soft Ware of Time-Sharing System タイムシェアリングのソフトウエア
昭和42 2771 経済成長と技術進歩
昭和42 2772 PERTによる原価管理(PERT/COST)
昭和42 2773 コンピューターの創る未来像　-教育の必要性-
昭和42 2774 経営における疎外の問題
昭和42 2775 固定資産と減価償却
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昭和42 2776 連結財務諸表論　-株式消去差額を中心に-
昭和42 2777 生産性会計論　-レーマン生産性会計理論を中心として-
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